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中
国
地
区
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
開
催

　

４
月
７
日
、
中
国
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
協
議
会
（
会
長　

山
本
真
五
）
主
催

に
よ
る
「
第
39
回
中
国
地
区
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
」
が
真
庭
市
の
全

農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜
市
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
品
頭
数
が
87
頭
、
審
査
員
に
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
副
社
長

な
ら
び
に
ス
テ
ー
ト　

シ
ョ
ウ
委
員
長
で

あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン　

エ
ン
グ
ル
キ
ン
グ
氏

を
お
招
き
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
に
は
、
津

山
市　

吉
原
直
樹
さ
ん
の
愛
牛
「
グ
ラ
ン

デ
イ
ー
ル　

ナ
ツ
ト
ウ
マ
キ
」号
、リ
ザ
ー

グランドチャンピオン　Ｈ30.05.09生
津山市　吉原直樹所有

審査員
ブライアン　エングルキング氏

ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
に
は
、
京

都
府
立
農
芸
高
等
学
校
の
愛
牛
「
グ
ロ

リ
ー
オ
ー
サ　

ク
リ
ー
メ
ル　

ク
ラ
ツ
シ

ヤ
ブ
ル　

フ
イ
ラ
」
号
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
最
優
秀
高
校
は
京
都
農
芸
高

校
と
な
り
ま
し
た
。
各
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
下
表
の
通
り
で
す
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
て
初
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
行
事
が
次
々

再
開
さ
れ
る
中
、
中
国
地
区
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
の
開
催
と
な

り
、
ま
た
昨
年
よ
り
多
い
出
品
頭
数
で
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
大
会
開
催
に
際
し
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

第39回

第39回中国地区B＆Wショウ成績表
成　　　　績 名　　　　　　　　号 生年月日 府県 氏　　名

後 代 娘 牛 カワモトフアーム　アクロス　スノーボール　ローレル Ｒ05.06.03 鳥取県 川 本 和 昭

１ 部 チ ャ ン ピ オ ン ヒースクリフ　ジヨセフイン　ラムダ　タウラス Ｒ05.04.30 鳥取県 鳥取県立倉吉農業高校

２ 部 チ ャ ン ピ オ ン カヤベ　セイエラ　デンバー　アエル Ｒ05.03.07 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

３ 部 チ ャ ン ピ オ ン ラツキーホン　クレイグ　ユニクス　ルビナ Ｒ04.10.06 笠岡市 ㈱Farm　Luckyhon

ジュニアグランドチャンピオン
４ 部 チ ャ ン ピ オ ン カヤベ　セイエラ　デンバー　アトラス Ｒ04.09.09 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

５ 部 チ ャ ン ピ オ ン ミキフアーム　デルタラムダ　チヤント　ＥＴ Ｒ04.05.22 鳥取県 （ 同 ） 三 浦 牧 場

６ 部 チ ャ ン ピ オ ン キヤツチヤー　デルタラムダ　ウルリー Ｒ03.10.26 兵庫県 赤 井 裕 典

７ 部 チ ャ ン ピ オ ン カヤベ　セイエラ　デルタラムダ　エマ Ｒ03.08.28 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

インターミディエイトチャンピオン
８ 部 チ ャ ン ピ オ ン ロンゲスト　ラマニア　サイドキツク　ルル Ｒ02.09.21 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

リザーブグランドチャンピオン
リザーブシニアチャンピオン
９ 部 チ ャ ン ピ オ ン

グロリーオーサ　クリーメル　クラツシヤブル　フイラ Ｒ02.02.21 京都府 京都府立農芸高等学校

グランドチャンピオン
シニアチャンピオン
1 0 部 チ ャ ン ピ オ ン

グランデイール　ナツトウマキ Ｈ30.05.09 津山市 吉 原 直 樹

リザーブインターミディエイトチャンピオン ビゴラス　ローラ　カルチヤー Ｒ02.11.24 広島県 才 木 敏 希

リザーブジュニアグランドチャンピオン グロリーオーサ　クリーメル　レグルス　ユニクス Ｒ04.08.09 京都府 京都府立農芸高等学校
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蒜
山
高
原
ジ
ャ
ー
ジ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
開
催
！

　

４
月
20
日
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
に

よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
「
蒜
山
高
原

ジ
ャ
ー
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
」
を
５

年
ぶ
り
に
蒜
山
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
馬
術
競
技

場
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
み
に
よ
る
共
進
会
は

お
そ
ら
く
全
国
で
も
稀
で
あ
り
、
し
か
も

20
回
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

お
か
ら
く
ジ
ャ
ー
ジ
ー
同
志
会
の
会
員

ら
が
一
致
団
結
し
、
前
日
よ
り
会
場
準
備

に
あ
た
り
、
夜
に
は
関
係
者
を
交
え
て
改

良
や
経
営
の
話
、
さ
ら
に
は
４
月
よ
り
蒜

山
酪
農
農
業
協
同
組
合
が
発
売
し
て
い
る

ジ
ャ
ー
ジ
ー
乳
牛
の
Ａ
２
ミ
ル
ク
の
売
れ

行
き
に
も
期
待
の
こ
も
っ
た
熱
い
ト
ー
ク

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
絶
好
の
共
進
会
日
和
の
中
、

来
賓
を
は
じ
め
、
組
合
員
ご
家
族
や
観
光

客
な
ど
、
大
勢
の
方
々
に
ご
観
覧
い
た
だ

き
、
ピ
カ
ピ
カ
に
手
入
れ
さ
れ
た
愛
牛
た

ち
の
シ
ョ
ウ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
、
㈱
野
澤
組　

森　

真
司

氏
を
お
迎
え
し
、
乳
用
牛
と
し
て
の
特
質

や
品
位
、
骨
格
の
構
造
等
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

か
つ
、
的
確
な
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
ジ
ュ
ニ
ア
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
共
に
丸
山
昭
博
牧
場
の

愛
牛
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
各
部
の
予
想

投
票
を
行
い
、
上
位
的
中
者
に
は
豪
華
賞

品
が
当
た
り
、
出
品
者
だ
け
で
な
く
大
勢

の
観
覧
者
も
共
に
楽
し
み
、
酪
農
に
対
す

る
情
報
発
信
、
理
解
醸
成
に
も
つ
な
が
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
農
機
具

の
展
示
ブ
ー
ス
で
は
外
国
産
ト
ラ
ク
タ
ー

や
電
動
工
具
の
即
売
会
等
も
あ
り
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

20
回
目
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
関

係
者
や
地
域
の
方
々
、
ま
た
家
族
の
方
の

支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
継
続
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
希
少
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
を
蒜
山
地
域
で
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
や
乳
製
品
を
よ
り
多
く

の
方
々
に
愛
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
改
良
同
志
会
員
一
同
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
業
者
や

諸
団
体
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
・
ご

協
賛
賜
り
ま
し
た
こ
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
同
志

会
員
一
同
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
蒜
山
事
務
所
）

第20回

第20回蒜山高原ジャージースプリングショウ成績表
成　　　　績 名　　　　　　　　号 氏　　名

ジュニアグランドチャンピオン ＳＲＪリツチモンドオールＢ　リンデイ　コンツアー 丸 山 昭 博

ジュニアリザーブチャンピオン カヤベ　バイオリン　キツドロツク　ビオラ　ＥＴ （公財）中国四国酪農大学校

シニアグランドチャンピオン ＳＲＪ　ジヨーダン　アイデア 丸 山 昭 博

シニアリザーブチャンピオン キヤミオー　ビクトリアス　マネー 大　江　健太郎

話題のジャージーＡ２牛乳
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　おからく組合員の皆様、また職員の皆様、お初にお目にかかります。全酪連大阪支所酪農課の金子み
のりと申します。入会は５年目で、今年３月から酪農課に配属となりました。その前は兵庫県、京都府
の推進担当として各牧場に訪問し、農家さんと直接お話しながら飼料や酪農資材といった製品の推進業
務を行っていました。酪農課に配属となった現在は、これまでの業務内容とは全く異なる乳食品に関す
る業務を行うことになりました。これまでの経験をどのようにして活かせるのか模索しながら新たな業
務と向き合う毎日です。直接お話しすることはできなくても、このような文書等の中で皆様にとって役
に立つ情報や前向きになれるような話題を提供できるよう精進していこうと思います。
　さて、今回は全酪連の北福岡工場についてご紹介させていただきます。
　全酪連の北福岡工場は岩手県二戸市に位置し、豊かな自然に囲まれた工場です。主な集乳エリアであ
る岩手県、青森県のみならず、東日本全体の生乳需給調整の役割を担っています。1952年（昭和27年
11月）、岩手県二戸酪農協が経営する乳業工場を引き受けて北福岡工場として発足し、市乳を中心にバ
ター、練乳等の製造販売を開始しました。乳飲料の消費拡大に伴い、1975年に市乳工場を新設、1999年
に市乳部門を奥中山高原農協乳業に移管し、2004年（平成16年３月）に乳業再編整備等対策事業により、
バターマシンの設備増強、貯乳タンクの増設を行いました。現在は乳製品（バター、脱脂粉乳、生クリー
ム、脱脂濃縮乳）の製造専門工場となっています。
　2010年（平成22年９月）に「総合衛生管理製造過程による食品の製造又は加工の承認」（HACCP）
を取得。2022年（令和４年９月）には安心・安全な食品マネージメントシステムを構築するため、国際
規格である「FSSC22000」承認を取得しました。
〇北福岡工場で製造されている製品について
　北福岡工場では、主に業務用のバター、脱脂粉乳、生クリーム、脱脂濃縮乳の製造を行っています。

　酪農家バターや牛飼いのバター、450ｇの各種バターについては全酪連の公式オンラインショップで
も販売されています。気になった方はぜひチェックしてみてください！

北福岡工場について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　酪農課　金子みのり

全酪バターシリーズ

脱脂粉乳 生クリーム・脱脂濃縮乳

　業務用バターは食塩不使用、加塩、食塩不使用
発酵タイプがあり、規格も20㎏、450g、シート
タイプとさまざまです。
　家庭用ではギフト等でもおなじみの酪農家バ
ター、牛飼いのバター（どちらも加塩）を生産し
ています。

　脱脂粉乳には25㎏、小袋の１㎏、２㎏
のタイプがあります。

　生クリームと脱脂濃縮乳の規格はマキ
シコンタイプとBIBタイプの２種類あり
ます。
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〇各製品の製造工程について

　北福岡工場は、総務課、製造課、品質管理課といった３つの課で構成されており、製品の製造は製造
課の中で行われています。製造課でさらに上記図の原料・分離班、バター・充填班、濃縮・粉乳班に分
けられ、連携は取りつつ、製造工程ごとに製造業務を行っています。
　各班どのような業務を行っているのか簡単にご紹介します。
原料・分離班→ローリー、生乳の受け入れ、生乳のサンプリング、貯乳タンク、分離機等の機械管

理など。
濃縮・粉乳班→濃縮機、脱脂粉乳の製造機械の管理、脱脂粉乳の一部充填。脱脂粉乳、脱脂濃縮乳

のサンプリングなど。
バター・充填班→バターマシンの管理。バターの梱包、生クリーム、脱脂濃縮乳の充填。充填機の

管理、バター、生クリームのサンプリングなど。
　完成した各製品、原料の生乳は、品質管理課で毎日理化学検査、微生物検査、官能検査を行い、細か
く成分や品質を評価・管理しています。検査結果は製造課の各班に共有され、結果をみて温度や水分等
を調整し、その日の製品が一番いい状態になるように製造が行われます。
　より良い製品を全国の皆さんに届けられるよう北福岡工場では日々試行錯誤しながら製造、出荷して
います。

北福岡工場の外観

原料・分離班

バター・充填班

濃縮・粉乳班

生乳

クリーム

脱脂乳

バター

濃縮 脱脂濃縮乳

脱脂粉乳

充填

充填

出荷

出荷

充填 出荷

充填 出荷
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　今月は病原体侵入防止策についてみていきましょう。

野生動物の侵入防止：飼料や敷料の保管庫や牛舎内は野鳥やネズミなどの野生動物やハエ・甲
虫などの虫が侵入し住処として繁殖することもある。これらの生物が病
原体を持ち込み拡大する原因となる。

　　　　　　　　　　定期的な点検を行い隙間や穴を塞ぎネットを設置するなどの対策が必
要。出入口や飼料タンク等の蓋の締め忘れも注意。

畜舎の清掃：家畜の糞尿が床や壁にこびりついた汚れは病原体の温床。また、ホコリには病原
体が潜み粉塵として舞い上がり、それを家畜が吸引し感染の原因となる。柵・柱・
床・目地等に媚びりついた汚れはヘラ・ブラシ等で除去し、天井や壁、送風機等
にたまったホコリも除去する。また、飼槽や水槽は清潔に保ち、畜舎を衛生的に
保つことで感染リスクを低下させるとともに、ストレスの低減により免疫力を向
上させる効果もある。

畜舎の消毒：畜舎では、日常清掃では除去しきれない細菌やウイルスが潜んでいる。定期的に
畜舎消毒を行うことが大切ですが、消毒する前に糞尿、ホコリ、ごみ等を除去す
ることで消毒の効果を上げることができる。また、目的に応じて消毒薬の種類を
選択することが大事。

石灰塗布消毒
　強アルカリ性の石灰乳を壁・天井などに塗布し病原体を発生しに
くくする効果、さらに被膜効果により病原体を封じ込める効果が期
待できる。また、吸湿や結露防止にも効果あり。柵や配管などの金
属製のものにも塗布可能。
　おからくでは石灰塗布機を貸出します。
ご利用ください。

空間噴霧消毒
　空気中に消毒液を噴霧し細菌やウイルスを不活性化させる消毒方法で空気中
に浮遊している病原体にも効果がある。噴霧器にはパルスジェットで超微細粒
子煙霧状にして噴霧する「プルスフォグ」と超音波によって煙霧ミストを発生
させる「AG-500S」がある。
　プルスフォグ＝超微細粒子（３ミクロン）を散布するジェット煙霧機
　　　　　　　　�300坪をわずか５分で散布でき畜舎の床を濡らすことなく

隅々まで消毒可能。ただし音が非常にうるさく家畜が怯えた
りストレスがかかる可能性あり。

技術のページ

畜舎における適切な消毒方法について（第２弾）
事業本部
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　AG-500S＝�超音波振動によって煙霧ミストを発生させ畜舎内空間を消毒さ
せる。静音で熱を発せず家畜にストレスは掛からない。

　　　　　　畜舎内に設置し数時間で消毒可能。
　　　　　　おからくではAG-500Sの貸出しをします。

発砲消毒
　薬液を泡にして吹きかけることで付着力を向上させる。噴霧消毒に比べ作用
時間が長くなることから消毒効果が高くなる。吹きかけた場所が目視で確認で
きるためムラなく消毒できるメリットもある。

車両の消毒対策
　動力噴霧機やゲート式噴霧器等で車両消毒を行いま
しょう。また、出入口通路などに消石灰を撒くのも有
効ですが散布後は水を撒き飛散を防止し定着性を高め
る。水と混ざることでさらに消毒効果を発揮する。消
石灰は乾燥するとPHが酸性に傾き殺菌効果が低下す
るためこまめに散布することが重要。

踏込み消毒槽
　畜舎の出入口に水だけ入れた水槽と消毒液を入れた水槽を２つ設置する。長
靴に付着した糞尿などの有機物は消毒液の効果を低下させるため最初に水の
入った水槽でブラシを使って汚れを落としてから消毒槽に付けて消毒する。水
の水槽はこまめに取り換えること。
※本来、病原体を不活性化させるには３分以上浸漬が必要と言われる。畜舎ご
とに履き替えるほうが効果も期待できる。衣服や手袋も同様。

ハエの駆除
　有機物の豊富な家畜の糞尿や畜舎周辺の水たまり、湿った残飼、堆肥舎などハエの産卵場所は多岐に
わたる。
●発酵不良の堆肥はハエの幼虫が発生する要因となるため、切り返しを行い、発酵熱と乾燥で幼虫を駆
除すること。
●殺虫剤には成虫用と幼虫用がありできるだけ幼虫期に駆除する方が効果的。
●成虫用殺虫剤は活動が低下する曇天時や夜間が効果的。
●家畜に殺虫剤がかかると休薬期間が必要となるものもあるため、要注意。
●発生した成虫の飛散を防止するため防虫シートや粘着シート等で対応する方法もある。

ワクチン接種
　病原体に対して有効な免疫を作るためにワクチンを摂取する方法で、特定の細菌やウイルスに対しの
み効果が期待できる。
　ワクチンを摂取しても病原体の数が多かったり体調不良で抵抗性が低下していると感染リスクが高く
なることがある。

次号へつづく（次号では消毒薬を解説）
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令
和
６
年
度
生
乳
課
拠
出
金
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
の
酪
農
振
興
対
策
へ
の
全
国
的
な
取
り
組
み
に
係
る
中
央
拠
出
金
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
．
拠
出
金
等
の
対
象
事
業
名
及
び
内
容

拠
出
金
・
賦
課
金
名
称

（
　
）
は
乳
代
精
算
書
の
控
除
の
名
称

区
分

拠
出
金
単
価
（
生
乳
㎏
当
た
り
）

拠
　
出
　
先

事
　
　
　
業
　
　
　
概
　
　
　
要

備
　
考

用
　
　
途

単
　
　
価

［
Ａ
］
消
費
拡
大
資
金

　
　
　（
消
費
拡
大
資
金
）

継
続
受
託
販
売
総
量
20銭
（
前
年
同
額
）

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｂ
］
Ｊ
ミ
ル
ク
事
業
拠
出
金

　
　
　（
Ｊ
ミ
ル
ク
拠
出
金
）

継
続
①
飲
用
等
向
け
５
銭
（
前
年
同
額
）

Ｊ
ミ
ル
ク
　

Ｊ
ミ
ル
ク
が
実
施
す
る
普
及
及
び
流
通
関
連
事
業
を
実
施

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

②
乳
製
品
向
け
２
銭
（
前
年
同
額
）

［
Ｃ
］
酪
農
理
解
促
進
広
報
事
業

　
　
　（
酪
農
理
解
促
進
広
報
事
業
）

継
続
受
託
販
売
総
量
４
銭
（
前
年
同
額
）（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
関
連
活
動
及
び
消
費
者
交
流
等
、
及
び

ミ
ル
ク
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｄ
］
牛
乳
消
費
促
進
対
策
事
業

　
　
　（
牛
乳
消
費
促
進
対
策
事
業
）

継
続

飲
用
等
向
け

10銭
（
前
年
同
額
）（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
「
ミ
ル
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
」
事
業
の
実
施

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｅ
］
需
給
調
整
機
能
強
化
全
国
支
援
事
業

　
　
　（
需
給
調
整
機
能
強
化
全
国
支
援
事
業
）

継
続
受
託
販
売
総
量
１
銭
（
前
年
同
額
）（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
生
乳
供
給
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
ー
維
持
・
保
守
等

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｆ
］
加
工
原
料
乳
等
生
産
者
経
営
安
定
対
策

　
　
　（
経
営
安
定
対
策
積
立
金
）

継
続

乳
製
品
向
け

（
希
望
者
に
限
る
）
30銭
（
前
年
同
額
） （
一
社
）中
央
酪
農
会
議

（
生
産
者
積
立
金
は
、中

国
生
乳
販
連
で
管
理
）

加
工
原
料
乳
価
格
の
低
落
時
に
お
け
る
補
填
基
金
事
業

生
産
者
：
国
＝
１
：
３
の
割
合
で
生
産
者
基
金
を
造
成

（
令
和
５
年
度
精
算
実
績
は
20銭
／
㎏
）

課
税
対
象
外

（
不
課
税
）

［
Ｇ
］
乳
製
品
在
庫
調
整
対
策
事
業
賦
課
金

　
　
　（
乳
製
品
在
庫
調
整
対
策
事
業
）

継
続
受
託
販
売
総
量

35銭
（
５
銭
減
）
（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
生
処
で
取
り
組
む
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
削
減
対
策
に
お
け
る

中
央
拠
出
金

課
税
対
象
外

（
不
課
税
）

［
Ｈ
］
生
産
基
盤
活
性
化
対
策
・
生
乳
共
販

　
　
体
制
維
持
強
化
対
策
資
金

　
　
　（
生
産
基
盤
活
性
化
対
策
資
金
）

継
続
受
託
販
売
総
量
18銭
（
前
年
同
額
）
中
国
生
乳
販
連

生
乳
共
販
体
制
維
持
強
化
並
び
に
生
乳
需
給
変
動
対
応
費

用
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
生
乳
廃
棄
に
対
す
る
見
舞
金
制
度

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
等
互
助
基
金
（
１
銭
）
を
組
み
入
れ

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｉ
］
酪
農
理
解
醸
成
活
動
事
業

　
　
　（
酪
農
理
解
醸
成
活
動
事
業
）

継
続

飲
用
等
向
け

５
銭
（
前
年
同
額
）
中
国
生
乳
販
連

乳
価
値
上
げ
へ
の
理
解
訴
求
及
び
牛
乳
需
要
喚
起
等
に
係

る
経
費

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｊ
］
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
拠
出
金

　
　
　（
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
拠
出
金
）

継
続
受
託
販
売
総
量
30銭
（
前
年
同
額
）
中
国
生
乳
販
連

中
央
酪
農
会
議
か
ら
示
さ
れ
た
令
和
５
年
度
生
産
目
標
数

量
を
上
回
る
生
産
量
に
対
し
て
乳
製
品
在
庫
を
積
み
増
し

さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
費
用
、
国
が
行
う
乳
牛
リ
タ
イ
ヤ
事

業
の
生
産
者
負
担
費
用
等

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

　
①
［
Ａ
］
の
消
費
拡
大
資
金
に
は
、
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
拠
出
金
及
び
お
か
ら
く
消
費
拡
大
事
業
を
含
み
ま
す
。

　
②
［
Ｂ
］
～
［
Ｇ
］
の
事
業
に
お
い
て
実
施
後
に
残
預
金
が
生
じ
た
場
合
は
、
拠
出
実
績
に
応
じ
た
返
還
を
い
た
し
ま
す
。

　
③
［
Ｈ
］
～
［
Ｊ
］
の
事
業
は
中
国
生
乳
販
連
で
管
理
・
運
用
を
い
た
し
ま
す
。

２
．
拠
出
方
法

　
①
令
和
６
年
４
月
１
日
出
荷
生
乳
か
ら
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

　
②
上
記
拠
出
金
・
賦
課
金
名
称
に
係
る
月
別
必
要
拠
出
額
（
用
途
別
数
量
×
単
価
）
を
受
託
数
量
に
応
じ
て
拠
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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１
．
拠
出
金
等
の
対
象
事
業
名
及
び
内
容

拠
出
金
・
賦
課
金
名
称

（
　
）
は
乳
代
精
算
書
の
控
除
の
名
称

区
分

拠
出
金
単
価
（
生
乳
㎏
当
た
り
）

拠
　
出
　
先

事
　
　
　
業
　
　
　
概
　
　
　
要

備
　
考

用
　
　
途

単
　
　
価

［
Ａ
］
消
費
拡
大
資
金

　
　
　（
消
費
拡
大
資
金
）

継
続
受
託
販
売
総
量
20銭
（
前
年
同
額
）

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｂ
］
Ｊ
ミ
ル
ク
事
業
拠
出
金

　
　
　（
Ｊ
ミ
ル
ク
拠
出
金
）

継
続
①
飲
用
等
向
け
５
銭
（
前
年
同
額
）

Ｊ
ミ
ル
ク
　

Ｊ
ミ
ル
ク
が
実
施
す
る
普
及
及
び
流
通
関
連
事
業
を
実
施

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

②
乳
製
品
向
け
２
銭
（
前
年
同
額
）

［
Ｃ
］
酪
農
理
解
促
進
広
報
事
業

　
　
　（
酪
農
理
解
促
進
広
報
事
業
）

継
続
受
託
販
売
総
量
４
銭
（
前
年
同
額
）（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
関
連
活
動
及
び
消
費
者
交
流
等
、
及
び

ミ
ル
ク
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｄ
］
牛
乳
消
費
促
進
対
策
事
業

　
　
　（
牛
乳
消
費
促
進
対
策
事
業
）

継
続

飲
用
等
向
け

10銭
（
前
年
同
額
）（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
「
ミ
ル
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
」
事
業
の
実
施

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｅ
］
需
給
調
整
機
能
強
化
全
国
支
援
事
業

　
　
　（
需
給
調
整
機
能
強
化
全
国
支
援
事
業
）

継
続
受
託
販
売
総
量
１
銭
（
前
年
同
額
）（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
生
乳
供
給
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
ー
維
持
・
保
守
等

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｆ
］
加
工
原
料
乳
等
生
産
者
経
営
安
定
対
策

　
　
　（
経
営
安
定
対
策
積
立
金
）

継
続

乳
製
品
向
け

（
希
望
者
に
限
る
）
30銭
（
前
年
同
額
） （
一
社
）中
央
酪
農
会
議

（
生
産
者
積
立
金
は
、中

国
生
乳
販
連
で
管
理
）

加
工
原
料
乳
価
格
の
低
落
時
に
お
け
る
補
填
基
金
事
業

生
産
者
：
国
＝
１
：
３
の
割
合
で
生
産
者
基
金
を
造
成

（
令
和
５
年
度
精
算
実
績
は
20銭
／
㎏
）

課
税
対
象
外

（
不
課
税
）

［
Ｇ
］
乳
製
品
在
庫
調
整
対
策
事
業
賦
課
金

　
　
　（
乳
製
品
在
庫
調
整
対
策
事
業
）

継
続
受
託
販
売
総
量

35銭
（
５
銭
減
）
（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
生
処
で
取
り
組
む
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
削
減
対
策
に
お
け
る

中
央
拠
出
金

課
税
対
象
外

（
不
課
税
）

［
Ｈ
］
生
産
基
盤
活
性
化
対
策
・
生
乳
共
販

　
　
体
制
維
持
強
化
対
策
資
金

　
　
　（
生
産
基
盤
活
性
化
対
策
資
金
）

継
続
受
託
販
売
総
量
18銭
（
前
年
同
額
）
中
国
生
乳
販
連

生
乳
共
販
体
制
維
持
強
化
並
び
に
生
乳
需
給
変
動
対
応
費

用
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
生
乳
廃
棄
に
対
す
る
見
舞
金
制
度

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
等
互
助
基
金
（
１
銭
）
を
組
み
入
れ

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｉ
］
酪
農
理
解
醸
成
活
動
事
業

　
　
　（
酪
農
理
解
醸
成
活
動
事
業
）

継
続

飲
用
等
向
け

５
銭
（
前
年
同
額
）
中
国
生
乳
販
連

乳
価
値
上
げ
へ
の
理
解
訴
求
及
び
牛
乳
需
要
喚
起
等
に
係

る
経
費

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

［
Ｊ
］
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
拠
出
金

　
　
　（
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
拠
出
金
）

継
続
受
託
販
売
総
量
30銭
（
前
年
同
額
）
中
国
生
乳
販
連

中
央
酪
農
会
議
か
ら
示
さ
れ
た
令
和
５
年
度
生
産
目
標
数

量
を
上
回
る
生
産
量
に
対
し
て
乳
製
品
在
庫
を
積
み
増
し

さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
費
用
、
国
が
行
う
乳
牛
リ
タ
イ
ヤ
事

業
の
生
産
者
負
担
費
用
等

課
税
対
象
取
引

（
内
税
処
理
）

　
①
［
Ａ
］
の
消
費
拡
大
資
金
に
は
、
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
拠
出
金
及
び
お
か
ら
く
消
費
拡
大
事
業
を
含
み
ま
す
。

　
②
［
Ｂ
］
～
［
Ｇ
］
の
事
業
に
お
い
て
実
施
後
に
残
預
金
が
生
じ
た
場
合
は
、
拠
出
実
績
に
応
じ
た
返
還
を
い
た
し
ま
す
。

　
③
［
Ｈ
］
～
［
Ｊ
］
の
事
業
は
中
国
生
乳
販
連
で
管
理
・
運
用
を
い
た
し
ま
す
。

２
．
拠
出
方
法

　
①
令
和
６
年
４
月
１
日
出
荷
生
乳
か
ら
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

　
②
上
記
拠
出
金
・
賦
課
金
名
称
に
係
る
月
別
必
要
拠
出
額
（
用
途
別
数
量
×
単
価
）
を
受
託
数
量
に
応
じ
て
拠
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
６
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
　
畜
産
研
究
所

　

６
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
は

牛
の
体
調
・
精
液
の
確

保
状
況
等
に
よ
り
、
急

遽
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま

す
。

　

次
回
の
７
月
の
採
卵

は
４
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キルア　キヤロツトＫ　ＥＴ

６／６

（キヤロツトＫ）
1354972012

・「キヤロツトケーキ」の系統。
・乳成分改善に強み！乳量も期待できる！
・やや大柄、配置も含め、乳器構造は理想的！
長く搾れる！

♂：ピーク　パワーハウス　ＥＴ
（ヤングサイア）

・NTP4000越えの種雄牛。高泌乳・高乳成分値
の圧倒的な生産能力！

・大柄で、理想的な乳器形状、配置もよく、ロ
ボットにも向く！

♀：ＯＡＣ　シヤーロツト　ビゲロ　シヤルル　シヤーレツテイ　ＥＴ
（シヤーレツテイ）

1390973028
・北海道導入牛、「シャーレツテイ」の系統。
・泌乳能力、乳成分改善効果ともに抜群！泌乳
持続性も高い！
・小柄で大人しく、飼いやすい！
♂：サンデイバレー　Ｐ　エンパワー　ＥＴ

（2023.12月期NTP　30位）
・中型で、体型・乳器・肢蹄ともに優れ、生産
寿命が長い！
・生産能力も持ち合わせ、また繁殖指数も高い！
・体細胞スコアも低く、疾病形質+7.1とトラブ
ル少ない！
♀：ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キトキト　キヤロツトＫ　ＥＴ

（キヤロツトＫ）
1395174062

・「キヤロツトケーキ」の系統。
・中庸サイズで、乳器構造が抜群！
・繁殖形質が非常に高く、在群能力が高い！

♂：シーマーズ　CWAY　ペース　36945　ＥＴ
（ヤングサイア）

・大柄で、体型・乳器・肢蹄の形質が非常に高
い種雄牛。

・さらに非常に高い乳脂肪量＋112㎏、乳蛋白
質量も＋60㎏で乳量も十分な生産効率が高い
牛！

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2628

2065

548

1%

1%

2%

53% 15

11394
5%

1%
98929

0
20
40
60
80

100

年齢 04-10　体高 164.4㎝　体長 179.4㎝

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2702

2466

261

1%

1%

31%

73% -25

141729
1%

4%
74005

0
20
40
60
80

100

年齢 03-01　体高 149.9㎝　体長 169.3㎝

※GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみの評価値です。（GPIの％はGEBV換算値です）

GPI
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

1948

1411

484

4%

9%

5%

34% 53

69024
25%

6%
69833

0
20
40
60
80

100

年齢 00-10　体高 133.8㎝　体長 134.8㎝
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４
月
８
日
に
、
中
国
地
区
酪
農
政
治
連

盟
協
議
会
は
福
岡
市
の
事
務
機
ビ
ル
で
、

九
州
酪
農
政
治
連
盟
協
議
会
と
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
酪
農
窮
状
下
に
お
け

る
両
ブ
ロ
ッ
ク
の
課
題
や
要
請
活
動
な
ど

の
情
報
共
有
が
目
的
で
、
岡
山
県
酪
政
連

か
ら
は
三
宅
委
員
長
、
小
村
副
委
員
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

九
州
地
区
と
の
意
見
交
換
会
に
先
立

ち
、
中
国
地
区
で
の
意
見
集
約
を
行
い
ま

し
た
。
酪
農
後
継
者
、
担
い
手
、
獣
医
師

不
足
、
女
性
の
牛
乳
飲
用
の
減
少
な
ど
の

課
題
と
意
見
が
出
さ
れ
、
岡
山
県
か
ら
は

「
自
給
飼
料
利
用
に
よ
る
乳
脂
肪
取
引
基

準
の
見
直
し
」
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
か
ら
「
現
行
の
配
合
飼

料
価
格
安
定
制
度
は
支
給
ま
で
３
ヶ
月
程

度
要
し
、財
源
も
枯
渇
し
て
い
る
。
牛
乳
・

乳
製
品
の
安
定
供
給
を
継
続
す
る
た
め
、

配
合
飼
料
等
を
製
造
す
る
業
者
へ
支
援
を

行
い
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
と
牛
乳
等
の

価
格
抑
制
を
図
る
施
策
を
講
じ
る
べ
き
」

「
消
費
者
へ
の
理
解
醸
成
が
重
要
」
な
ど

が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
地
区
と
し

て
、
広
島
県
の
酪
農
事
業
存
続
安
定
事
業

創
出
の
提
言
と
消
費
者
へ
の
理
解
醸
成
活

動
を
主
題
と
し
て
九
州
と
の
意
見
交
換
会

に
臨
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
中
国
地
区
の
会
員

13
名
と
九
州
地
区
の
会
員
19
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
九
州
地
区
の

宮
本
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
エ
サ
高
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
悪
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
、
地
区
の
意
見
を
吸
い
上
げ

中
央
委
員
会
へ
提
案
し
要
請
活
動
に
役
立

て
た
い
。
本
日
、
良
い
意
見
交
換
会
に
で

き
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
国
地
区
の
三
宅
委
員
長

が
、
お
忙
し
い
中
で
の
開
催
、
参
加
に
対

し
お
礼
を
述
べ
、「
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
活

動
を
通
し
、
団
結
し
て
要
請
活
動
を
行
い

た
い
。
近
畿
、
四
国
と
も
協
調
し
西
日
本

と
し
て
要
請
し
て
い
き
た
い
」「
日
本
酪

政
連
で
要
請
し
て
い
る
令
和
６
年
度
重
点

施
策
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
対
策
を
中

央
に
伝
え
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
課
題
や
消
費
拡
大
運
動
な
ど
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
地
区
か
ら
は
要
請
活
動
な
ど
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
地
区
の

酪
農
事
業
存
続
安
定
事
業
創
出
等
の
提
案

に
つ
い
て
、
九
州
地
区
の
会
員
か
ら
は
賛

成
の
意
見
も
あ
っ
た
も
の
の
、「
提
案
は

有
意
義
だ
が
、
酪
農
政
治
連
盟
活
動
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
酪
農
窮
状

の
問
題
と
し
て
長
期
的
な
課
題
と
短
期
的

な
課
題
を
区
別
し
て
国
に
伝
え
る
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
閉
会
に
あ
た
り
、
宮
本

会
長
か
ら
「
酪
農
政
治
連
盟
は
酪
農
対
策

に
つ
い
て
の
要
求
と
予
算
確
保
を
要
求
し

て
い
く
。
少
し
で
も
前
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
本
日
の
内
容
を
各
県
に
持
ち
帰
り
参

考
に
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
今
回
の

意
見
交
換
会
が
大
変
有
意
義
で
あ
り
、
中

央
委
員
会
で
の
意
見
集
約
と
会
員
間
の
交

流
、
情
報
共
有
や
定
期
的
に
意
見
交
換
を

行
い
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
意
見
交

換
会
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
全
酪
連
大

阪
支
所
、
福
岡
支
所
の
皆
様
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（

中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟
協
議
会
）

酪
政
連
意
見
交
換
会酪政連意見交換会のようす
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事

報

理

会

告

　

３
月
27
日
、
第
２
８
３
回
理
事
会
を
理

事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
、
３
月
12
日
に
開
催
し
た
業
務
・

総
務
合
同
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
２
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
産
支
援
課
事
業
に
つ
い

て

　

令
和
６
年
度
の
生
産
支
援
課
の
事
業
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
内
容
を
協
議
し
、

承
認
し
た
。

○
セ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

　

セ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ
い

て
内
容
を
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
令
和
６
年
度
流
通
課
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
も
搾
乳
素
牛
導
入
事
業
に

取
り
組
む
と
共
に
国
補
助
事
業
及
び
単
県

補
助
事
業
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

○
肉
転
出
荷
牛
特
定
疾
病
対
策
見
舞
基
準

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
瀬
戸
内
市　

渡
邊　

善
己
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

改
正
に
つ
い
て

　

肉
転
出
荷
牛
特
定
疾
病
対
策
見
舞
基
準

改
正
に
つ
い
て
内
容
を
協
議
し
、
承
認
し

た
。

○
酪
農
用
妊
娠
牛
導
入
資
金
サ
ポ
ー
ト
の

実
施
に
つ
い
て

　

酪
農
用
妊
娠
牛
導
入
資
金
サ
ポ
ー
ト
の

実
施
に
つ
い
て
内
容
を
確
認
し
、
承
認
し

た
。

○
令
和
６
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
及
び
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
計
画
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
に
つ

い
て
協
議
し
、
全
部
署
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
計
画
に
つ
い
て
も
年
間
計
画
を
策

定
し
た
。

○
令
和
５
年
度
内
部
監
査
の
報
告
に
つ
い

て

　

令
和
５
年
度
内
部
監
査
の
内
容
を
報
告

し
、
確
認
し
た
。

○
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
加
入
に
つ

い
て

　

賠
償
責
任
な
ど
の
リ
ス
ク
に
備
え
保
険

に
継
続
加
入
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

○
顧
問
の
任
命
に
つ
い
て

　

職
員
の
指
導
・
育
成
を
担
う
た
め
、
顧

問
を
任
命
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

○
報
告
事
項

　

評
議
員
会
の
報
告
に
つ
い
て
、
定
例
監

事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
改
正
に
つ
い
て
、
定

款
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
言
え
ば
大
袈

裟
で
す
が
、
12
年
前
く
ら
い
か
ら
小
学

生
対
象
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
者
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
・
３

年
で
小
学
生
が
い
な
く
な
り
現
在
は
中

学
生
を
指
導
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
に
も
入
っ
て
お
り
、

今
は
分
団
長
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
火

災
・
水
害
等
の
時
は
も
ち
ろ
ん
出
動
し

ま
す
。
夜
の
火
災
時
に
は
明
け
方
ま
で

か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
事
務
所
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
家
業
」

　

我
が
家
で
は
「
新
高
梨
」
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
２
反
分
約
１
５
０
〜
１
６

０
本
の
木
の
面
倒
を
み
て
い
ま
す
。
１

月
の
剪
定
に
始
ま
り
月
２
回
の
防
除

（
消
毒
）
等
10
月
の
収
穫
ま
で
手
が
か

か
り
ま
す
。

　

新
高
梨
は
糖
度
が
高
く
水
分
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
人
気
で
我
が
家
の
梨
も

近
年
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

米
も
作
っ
て
い
る
た
め
、
休
日
が
休

日
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
充
実
し
て
い
る

の
で
収
穫
後
ゆ
っ
く
り
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と家

業

び
ほ
く
事
務
所
　
樋
口
　
晋
一
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入
江
部
長

高
橋
室
長

小
椋
参
事

遠
藤

大
西
次
長

清
水
次
長

本
城
本
部
長

保
田
課
長

高
橋
事
務
所
長

難
波
所
長

中
尾

湯
浅片

山

小
原

安
藤

坂
本

早
水 藤

澤
課
長

小
島
課
長

奥
野 河

本

谷
口

日
野

長
須

森
中

神
野
事
務
所
長

妹
尾

田
中

岡
山

佐
倉

黒
瀬

林
田

豊
浦

阿
部

兼
宗

小
鴨

水
島
課
長

松
尾

高
見

山
中
課
長
代
理

直
原

午
道

総務部・内部監査室

津山事務所・津山ＳＰ

生産支援課流　通　課

生乳課・鏡野ＣＳ 購　買　課

西大寺事務所・西大寺ＳＰ

令和６年度
おからく職員
顔ぶれ

花本

仲矢

森崎杉本

今年度は、この職員一同で頑張ります。
よろしくお願いします。
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延
藤
事
務
所
長

山
本
エ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

枝
木

赤
木

小
椋

児
玉

渡
邉

向
井

佐
久
間

真
壁 武

田

尾
崎廣

金

池
田
事
務
所
長

岡
本

倉
田

溝
渕

川
口 齋

藤
大

馬
澄 髙

田

齋
藤
和

濵
田

片
岡

矢
野

樋
口

蒜山事務所・蒜山ＳＰ

西大寺事務所ヘルパー 蒜山事務所ヘルパー

津山事務所ヘルパー

びほく事務所 備南事務所

備南事務所ヘルパーびほく事務所ヘルパー

青草

西山
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生乳販売量（令和5年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和5年度）生乳販売量（令和4年度） 購買取扱数量（令和4年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

３

３
４～３

４～３
３

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６０１,７１４
６,８３１,３８０

８,４３９
９２,５６９
３４０,１２９

,

２６７,５２０
３,４０５,２１８

７,１１７
８６,７６８
４９,６０８

１８６,０９１
１,７１１,２６６

１,１２６
４,５３０

１４７,７３２

１４８,１０３
１,７１４,８９９

１９６
１,２７２

１４２,７８９

100.1 
96.5 
99.3 
97.6 
101.3 

95.5 
96.2 
91.8 
96.7 
92.1 

109.9 
95.2 
188.6 
116.3 
108.7 

97.8 
98.4 
132.4 
101.5 
97.7 

5,549

5,304

8,439
8,526

　

４
月
に
つ
い
て
は
、
春
分
娩
の
駆
け
込
み
需
要
が
あ
り
引
き
合
い
は
強
か
っ
た
も
の

の
、
夏
分
娩
が
出
回
り
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
平
均
価
格
は
税
込
66
万
２
千
円
（
前
月

比
２
万
１
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
は
夏
分
娩
中
心
と
な
り
、
道
内
外
と
も
に
引
き
合
い
は

弱
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
５月

８日　定例監事監査（～９日）

10日　蒜山地区ブロック会議

14日　津山・真南地区ブロック会議

17日　第２回役員推薦会議

20日　備南地区ブロック会議

22日　管理職会議

24日　西大寺地区ブロック会議

29日　理事会

６月

13日　びほく地区ブロック会議

19日　管理職会議

24日　第12回通常総会

28日　理事会
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